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り合い同士の大学生 4 名ずつで構成される 2 グループ





























































































育する父親 7 名を対象とした。調査期間は、2018 年 4









　ASD 者を養育する 7 名の父親を対象に、インタ
ビュー調査を実施した。その結果、ASD 者の養育に
対する父親の態度は、肯定的態度と否定的態度の２側
面から構成されていた。ASD 者の養育に対する父親
の肯定的態度の形成を促すために、支援者は、父親に
合わせたソーシャル・サポートの提供と ASD 者の社
会的な理解の広がりを意識して関わることが重要と考
えられる。同時に、ASD 者の養育に対する父親の否
定的態度の形成要因である、父親の負担感や孤独感を
緩和する働きかけにも目を向ける必要があるとが示唆
された。
相談支援専門員が行う意思決定支援の検討
－インタビューに基づいた質的研究－
立石真司
　本研究の目的は、意思決定支援を実践する立場にあ
る相談支援専門員のインタビューの語りから、相談支
援専門員が行っている意思決定支援の構造を明らかに
し、それらを基に相談支援専門員が行う意思決定支援
の実践や課題について検討し、意思決定支援が現場で
より展開されるにためにどうあるべきかを考察するこ
とである。そのため、現任の相談支援専門員 10 人に
半構造化インタビューを実施し、質的データ分析によ
る検討を行った。
　分析の結果、意思決定支援の考え方として【本人の
意思を具体化するための関わり】【本人の意思決定支
援の戸惑い】【親 / 家族の本人への思い】【支援者のゆ
らぎ】【意思決定支援の多様性と曖昧さ】が確認され
た。意思決定支援を進めていくうえでの難しさは【相
談支援専門員のゆとりのなさ】【本人の意思表出・意
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